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第１章  摂食・嚥下機能支援推進事業の概要 

 

１．背景 

近年、嚥下機能低下などのために、食事摂取量が減り、そのうえ、独居や介護力不足、他の 

疾患の合併なども加わり、栄養不足となる高齢者が増加しています。 

高齢者の栄養不足は、サルコペニア（体の筋肉量の減少）、さらには、フレイル（加齢とともに

運動機能や認知機能等が低下し、複数の慢性疾患の併存などの影響もあり、生活機能が障害さ

れて、心身の脆弱性が出現した状態）を招くこととなります。この状態は、要介護となる大きな

原因の１つであり、超高齢社会のなか、その予防や対策が重要な課題となっています。 

そこで、日野市では平成２７年度から、「摂食・嚥下機能支援推進事業」の取組をはじめました。 

  

 

２．事業目的・目標 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実施期間 

 平成 27 年７月１日～平成 30 年 3 月 31 日 

  

平成２７年度

○協議会の立ち上げ

○ニーズ調査・分析

○顔の見える関係づくり

平成28年度～29年度

○摂食嚥下障害の情報発
信、周知

○研修(医療関係者、介護
施設関係者、市民向け講
演会等)

○連携シート作成、
「多職種連携ガイド」へ
の摂食嚥下項目の追加等

平成30年度以降

○連携システム試験的運用

目的 

目標 

・市民一人ひとりが摂食嚥下の機能を正しく認識できるように周知することで、

生活の質を改善し健康の維持・向上を図る。→健康寿命の延伸 

・摂食嚥下障害を有する方に対し、適切な医療サービスにつなげる体制をつくる。 

 

・摂食嚥下の意味や機能等の正しい知識を市民や地域関係者に情報発信し、 

摂食嚥下の認知度の向上を図る。 

・地域関係者をメンバーとする協議会を設置し、適切な医療につなげる多職 

種連携による支援体制を構築する。 
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４．事業内容 

（１）摂食・嚥下機能支援推進協議会の設置（詳細は第２章参照） 

事業の目的を達成するために、摂食・嚥下機能支援推進協議会を設置し、連携システムの 

構築を図りました。 

【協議会委員】 

日野市医師会代表、日野市歯科医会代表、日野市薬剤師会代表、学識経験者、市民、 

日野市在宅介護事業者協議会代表、ひのケアマネ協議会代表、 

日野市訪問看護ステーション協議会代表、管理栄養士、言語聴覚士、 

日野市社会福祉協議会代表、日野市地域包括支援センター代表、 

南多摩保健所歯科保健担当課長、日野市立病院代表、健康福祉部高齢福祉課長 

【事務局】 

健康福祉部健康課 

 

 

（２）摂食・嚥下基礎調査（詳細は第３章参照） 

摂食嚥下機能障害の予防および重症化を防止するための適切な支援を推進するために、日野

市の現状を把握し、医療・介護・行政が連携して「いつまでも自分自身のお口で食べられる生

活」の支援体制を構築することを目的として調査を実施しました。 

【調査対象】 

➀摂食・嚥下基礎調査 

対象：市民、施設、事業所、ケアマネジャー、医療機関、歯科診療所、薬局、 

➁地域における嚥下調整食の連携のための調査（食形態アンケート） 

対象：施設、事業所 

➂配食サービス（弁当宅配サービス）の実態調査 

対象：配食サービス事業者 

【調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の課題が明らかになり、課題解決のため３つの分野に分けて検討を行いました。 

  

調査から明らかになった課題 

日野市における摂食嚥下機能低下の疑い １５，９３８人 

６０歳以上の 約２８．８％ （推計） 

課題 

① 摂食嚥下機能で悩んでいる人に気づいていない。 

② 摂食嚥下機能で困っている人を支える仕組みがない。 

③ 摂食嚥下機能に適した食事がとれていない。 

④ 摂食嚥下機能の正しい知識や情報が不足している。 
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（３）３つの分野  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）周知・啓発（詳細は第４章参照） 

「摂食嚥下」について、正しい知識や情報を周知・啓発していくことで、生活の質を改善し健康

の維持・向上をはかっていきます。 

①「摂食嚥下障害」を周知するためポスターを作成しました。 

（市内医科及び歯科医療機関・薬局・介護施設・介護事業所へ掲示依頼しました。） 

 ②「広報ひの」にて摂食嚥下の取り組みについて周知しました。 

③「摂食嚥下障害」の周知のため日野市ホームページ「食べて元気に（摂食嚥下）」を 

公開しました。（市内介護施設・介護事業所へ周知文を送付しました。） 

 ④対象者別（「市民」「事業者」「市職員」）に講演会・講習会を実施しました。 

⑤薬局における周知・啓発ツールとして、市民啓発用薬局シールを作成しました。 

 

 

（５）連携システム（詳細は第５章参照） 

摂食嚥下障害を有する方やその疑いがある方を、適切な医療や健康教育へつなげるため、 

多職種連携で支援する仕組みをつくりました。 

①連携システム構築 

  Ⅰ連携システムの流れを作成しました。 

   Ⅱチェックリーフレット・アセスメントシートおよび解説を作成しました。 

   Ⅲケアマネジャー向けに「摂食嚥下機能支援の視点を持ったアセスメントの重要性」 

について講演会を実施しました。 

平成３０年度は地区や年齢を限定し試験的運用を行います。 

②高齢福祉課が作成した「多職種連携ガイド」の医療機関欄に摂食嚥下機能に対応可能かど

うかの情報を掲載しました。 

  

課題① 摂食嚥下機能で悩んでいる人に気づいていない。 

④ 摂食嚥下機能の正しい知識や情報が不足している。 

 

課題② 摂食嚥下機能で困っている人を支える仕組みがない。 

課題③ 摂食嚥下機能に適した食事がとれていない。 

周知・啓発 

連携システム 

地域嚥下調整食 
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（６）地域嚥下調整食（詳細は第６章参照） 

摂食嚥下機能にあった食形態を選択できるよう環境を整備していきます。 

 ①情報の収集・提供 

Ⅰ嚥下調整食※の提供情報を簡易に検索できるホームページ作成のため「摂食・嚥下機能

支援推進事業説明会」を実施しました。 

   Ⅱ日野市ホームページにおいて市内事業所等が提供している食事形態や薬局等が販売し

ている嚥下調整食情報を掲載しました。 

  Ⅲ日本歯科大学病院付属口腔リハビリテーション多摩クリニック院長 菊谷 武 先生

が作成した「食べるを支える（嚥下調整食・介護食の食形態検索サイト）」 

（URL http://www.shokushien.net/top ）へ日野市の情報を掲載しました。 

   （介護施設・介護事業所が提供する食事形態や薬局の嚥下調整食等の販売状況を掲載） 

②高齢福祉課が作成した「多職種連携ガイド」に介護食（嚥下調整食）の販売情報や病院・介

護施設・介護事業所等で提供している食形態情報を掲載しました。 

 
※嚥下調整食とは 

かたさ・付着性・凝集性を考慮し、嚥下機能と誤嚥・窒息リスクに配慮されている食事。 

  

http://www.shokushien.net/top
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第２章 摂食・嚥下機能支援推進協議会について 

１．日野市摂食・嚥下機能支援推進協議会 

摂食嚥下機能に何らかの障害を有する市民および将来において障害を有する可能性のある市

民が、自身の口で食べる生活を確保し、生活の質を向上させることができるよう、その取組み

を支援するとともに、健康寿命の延伸を図ることを目的として、日野市摂食・嚥下機能支援推

進協議会を設置しました。 

【委員名簿】 

   所属 委員名 

会長 日本歯科大学病院付属 

口腔リハビリテーション多摩クリニック 
菊谷 武 

副会長 日野市医師会 西久保 秀紀 

 日野市医師会 横山 正人 

副会長 日野市歯科医会 髙品 和哉 

 日野市薬剤師会 伊藤 威 

日野市在宅介護事業者協議会代表 藤岡 美也子 

※第６回まで 

時田 千枝子 

※第７回から 

ひのケアマネ協議会代表 吉田 慎一郎 

日野市訪問看護ステーション協議会代表 有馬 みどり 

特別養護老人ホーム豊かな里（管理栄養士） 丸山 たみ 

山の上ナースステーション（言語聴覚士） 柏﨑 靖弘 

日野市社会福祉協議会 浜野 智之     

日野市地域包括支援センター代表 相馬 みゆき 

市民代表 宮沢 和美 

市民代表 神谷 肖子 

日野市立病院 大泰司 正嗣 

※第８回まで 

内田 育宏 

※第９回から 

高齢福祉課 関 健史 

※第３回まで 

宮澤 隆之 

※第４回から 

南多摩保健所 五十里 一秋 

※第８回まで 

白井 淳子 

※第９回から 

（敬称略） 

※第３回から日本歯科大学病院付属口腔リハビリテーション多摩クリニック 五十嵐 公美 先生

が有識者として参加 

※第４回から地域医療政策担当主幹がオブザーバーとして参加 

※第８回からヘルシーフード（株）・（株）ヘルシーネットワークがオブザーバーとして参加 
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２．検討経過 

 

項目 日時 主な内容 

第１回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成 27 年 8 月 31 日（月）  摂食・嚥下基礎調査実施を決定 

第１回・第２回 

日野市摂食・嚥下機能支援推

進協議会調査検討部会※１ 

平成27年10月13日（火） 

平成27年10月26日（月） 

 摂食・嚥下基礎調査（案）を作成 

第２回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成 27 年 11 月 9 日（月）  摂食・嚥下基礎調査内容決定 

第３回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会調査検討部会 

平成 28 年 2 月 16 日（火）  摂食・嚥下基礎調査の結果分析 

第３回・第４回 

日野市摂食・嚥下機能支援推

進協議会 

平成 28 年 2 月 22 日（月） 

平成 28 年 4 月 25 日（月） 

 

 摂食・嚥下基礎調査の結果分析 

第 5 回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成 28 年 5 月 20 日（金）  摂食・嚥下基礎調査の結果分析を

もとに中間報告書作成 

第６回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成 28 年 7 月 5 日（火）  基礎調査に基づく課題の解決策 

について検討 

 検討部会立ち上げ※２（周知・啓発

部会、連携部会、地域嚥下調整食部

会） 

連携部会 平成 28 年 8 月 26 日（金）  連携ツールの検討 

 ケアマネ向け講演会の実施を決定 

地域嚥下調整食部会 平成 28 年 9 月 12 日（月）  嚥下調整食・介護食の食形態検索

サイト作成について 

周知・啓発部会 平成 28 年 9 月 27 日（火）  市民向けポスター・セルフケアパ

ンフレットについて検討 

 市民向け講演会（出張講座等）実施

を決定 

第７回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成28年10月24日（月）  各検討部会の報告・検討 

 今後の方向性について決定 

第８回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成 29 年 1 月 24 日（火）  周知・啓発、連携、地域嚥下調整食

の進捗状況について報告 

 周知・啓発ポスターについて検討 

 連携システム・アセスメントシー

トについて検討 

第９回日野市摂食・嚥下機能

支援推進協議会 

平成 29 年 4 月 25 日（火）  周知・啓発、連携、地域嚥下調整食

の進捗状況について報告 

 連携システム・アセスメントシー

トについて検討 
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項目 日時 主な内容 

第 10 回日野市摂食・嚥下機

能支援推進協議会 

平成 29 年 7 月 10 日（月）  周知・啓発、連携、地域嚥下調整食

の進捗状況について報告 

 セルフケア事業・アセスメントシ

ートについて検討 

第 11 回日野市摂食・嚥下機

能支援推進協議会 

平成 29 年 10 月 2 日（月）  周知・啓発、連携、地域嚥下調整食

の進捗状況について報告 

 連携システムの運用方法について

検討 

 チェックリーフレットの内容を検

討 

第 12 回日野市摂食・嚥下機

能支援推進協議会 

平成29年12月19日（火）  周知・啓発、連携、地域嚥下調整食

の進捗状況について報告 

 連携システムの試験的運用につい

て検討 

 チェックリーフレット・アセスメ

ントシート・市民啓発用薬局シー

ルについて検討 

第 13 回日野市摂食・嚥下機

能支援推進協議会 

平成 30 年 2 月 5 日（月）  周知・啓発、連携、地域嚥下調整食

の進捗状況について報告 

 日野市摂食・嚥下機能支援推進協

議会まとめの決定 

 平成３０年度の体制について 

 

※１日野市摂食・嚥下機能支援推進協議会調査検討部会 

日野市における摂食嚥下機能に関わる現状と課題の抽出および分析を行うため、アンケート調査

を実施することになりました。アンケート調査を実施するため、協議会委員の内８名を選出し、調

査内容の原案を作成する検討部会を立ち上げました。 

【委員名簿】 

所属 委員名 

日野市医師会 西久保 秀紀 

日野市医師会 横山 正人 

日野市歯科医会 髙品 和哉 

日野市薬剤師会 伊藤 威  

ひのケアマネ協議会代表 吉田 慎一郎 

日野市地域包括支援センター代表 相馬 みゆき 

南多摩保健所 五十里 一秋 

高齢福祉課 松田 渉  

（敬称略） 
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※２検討部会立ち上げ 

摂食・嚥下基礎調査の結果、明らかになった４つの課題を解決するために３つの部会（周知・啓発

部会、連携部会、地域嚥下調整食部会）を立ち上げました。 

 

（１） 周知・啓発部会 

【委員名簿】 

  所属 委員名 

会長 日野市歯科医会 髙品 和哉 

副会長 日野市医師会 西久保 秀紀 

  

  

日野市薬剤師会 伊藤 威 

山の上ナースステーション（言語聴覚士） 柏﨑 靖弘 

市民代表 神谷 肖子 

日野市社会福祉協議会 浜野 智之 

（敬称略） 

（２）連携部会 

【委員名簿】 

 所属 委員名 

会長 日野市医師会 横山 正人 

副会長 ひのケアマネ協議会代表 吉田 慎一郎 

  市民代表 宮沢 和美 

  日野市在宅介護事業者協議会代表 時田 千枝子 

  日野市訪問看護ステーション協議会代表 有馬 みどり 

  高齢福祉課 宮澤 隆之 

（敬称略） 

 

（３）地域嚥下調整食部会 

【委員名簿】 

  所属 委員名 

会長 日野市立病院 大泰司 正嗣 

副会長 日野市地域包括支援センター代表 相馬 みゆき 

 
特別養護老人ホーム豊かな里（管理栄養士） 丸山 たみ 

南多摩保健所 五十里 一秋 

（敬称略） 
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３．日野市摂食・嚥下機能支援推進協議会設置要綱 
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第３章 摂食・嚥下基礎調査について 

 

本調査は、摂食嚥下機能障害の予防および重症化を防止するための適切な支援策を推進する

ために、日野市の現状を把握し、医療・介護・行政が連携して「いつまでも自分自身のお口で食

べられる生活」の支援体制を構築することを目的として実施しました。 

1.調査対象、抽出方法、調査期間等 

（１）市民・施設・事業所・ケアマネジャー・医科及び歯科医療機関・薬局 

に対する摂食・嚥下基礎調査（アンケート） 

① 調査対象・対象者数・回答数 

Ⅰ 市民 

・高齢期前の市民（60～64 歳）、自立高齢者（65 歳以上）   

回答 690 人（対象 1,000 人 回答率 69.0％） 

・要支援（1.2）、要介護（1.2.3.4.5） 2,000 人 

回答 1,185 人（対象 2,000 人 回答 59.3％） 

Ⅱ 施設 

・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 5 か所 

・介護老人保健施設（老人保健施設） 5 か所 

・特定施設入居者生活介護（ケアハウス・有料老人ホーム） 8 か所 

  回答 11 施設（対象 18 施設 回答率 61.2%） 

Ⅲ 事業所 

・訪問介護(ホームヘルプ) 36 か所 

・訪問看護 8 か所 

・訪問リハビリテーション 1 か所 

・通所介護（デイサービス) 51 か所 

・通所リハビリテーション（デイケア) 7 か所 

・短期入所生活介護（ショートステイ) 7 か所 

・短期入所療養介護（医療型ショートステイ) 5 か所 

・地域密着型サービス(認知症対応型通所介護) ４か所 

・地域密着型サービス(小規模多機能型居宅介護) 6 か所 

・地域密着型サービス(グループホーム) 8 か所 

  回答 77 事業所（対象 133 事業所 回答率 57.9%） 

Ⅳ ケアマネジャー  

・地域包括支援センター36 名 

・事業所 123 名 

  回答 129 人（対象 159 人 回答率 81.2%）  

Ⅴ 病院・診療所(企業や老人ホームに併設されている診療所 20 件及び歯科を除く) 

    回答 51 病院・診療所（対象 108 病院・診療所 回答率 47.3%） 

Ⅵ 歯科診療所  

回答 56 歯科診療所（対象 85 医療機関 回答率 65.9%） 

Ⅶ 薬局 72 か所 

回答 46 薬局（対象 72 薬局 回答率 63.9%） 
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② 抽出方法 

Ⅰ 市民 

・高齢期前の市民（60～64 歳）・自立高齢者（65 歳以上） 

  ※本報告書上では、上記をあわせて「自立」と定義する。 

平成 27 年 11 月 1 日付で住民基本台帳より抽出。ただし、高齢福祉課の介護保険被

保険者情報より要支援・要介護の認定を受けた者は除く。 

・要支援（1.2）、要介護（1.2.3.4.5） 

高齢福祉課の介護保険被保険者情報(平成27年11月1日付)より介護保険第1号被保

険者で要支援・要介護の認定を受けた者を抽出 

Ⅱ 施設・事業所・ケアマネジャー 

介護サービス事業所ガイドブック（平成27年8月 日野市健康福祉部高齢福祉課発行）

より抽出 

Ⅲ 医師・歯科医師・薬剤師 

   日野市内の医療機関・歯科診療所・薬局 

③調査期間 

平成 27 年 11 月 20 日（金）～平成 27 年 12 月 28 日（月） 

 

（２）地域における嚥下調整食の連携のための調査（食形態アンケート） 

①調査対象・対象者数・回答 

・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 5 か所 

・介護老人保健施設（老人保健施設） 5 か所 

・通所介護（デイサービス) 51 か所 

・通所リハビリテーション（デイケア) 7 か所 

回答 29 か所（対象 68 か所 回答率 42.7%） 

②抽出方法 

介護サービス事業所ガイドブック（平成 27 年 8 月 日野市健康福祉部高齢福祉課発行） 

より、食事を提供している可能性がある事業を実施している施設や事業所を抽出 

③調査期間 

平成 27 年 11 月 20 日（金）～平成 27 年 12 月 28 日（月） 

 

（３）配食サービス（弁当宅配サービス）の実態調査 

①調査対象・対象者数・回答 

・日野市高齢者宅配サービス事業で配食を提供している事業者 7 事業所 

・市内に事業所を置く配食サービス事業者 ３事業所 

回答 10 事業所（対象 10 事業所 回答率 100%） 

②調査期間 

平成 27 年 12 月 4 日（金）～平成 27 年 12 月 28 日（月） 
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２．調査方法 

 調査票を送付、郵送回収 

 

３．調査結果概要 

（１） 食べる機能や飲み込む機能に障害の疑いがある人の現状について 

（市民アンケートから） 

ＥＡＴ-１０※１によるスクリーニングの結果 

・摂食嚥下機能の低下が疑われる人が多くいます。 

・60～64 歳は 19.2%、65～74 歳は 19.5%、76～84 歳は 26.6%、85 歳以上は

45.0%と年齢が高くなるにつれて増加しています。また、介護区分においても、介護度が

高くなるにつれて増加していきます。 
※１１０項目の質問で構成される嚥下機能を測るための評価票です。 

合計点数が３点以上の場合、嚥下（飲み込み）機能について専門医への相談が勧められます。 

ネスレ日本株式会社「ＥＡＴ-10 嚥下スクリーニングツール」参照 

 

 

食べる機能や飲み込む機能の低下が疑われる人の割合（日野市の推計人数） 

自立※2 （60 歳以上）：11,375 人（47,205 人※3×24.1％） 

要支援 1.2      ：  1,397 人（2,911 人※348.0％） 

要介護 1.2           ： 1,502 人（2,773 人※3×54.2％） 

要介護 3.4.5         ： 1,664 人（2,538 人※3×65.6％） 
※2高齢期前の市民（60～64 歳）と自立高齢者（65 歳以上）をあわせて「自立」と定義する 

※3人口及び要介護認定数推計人数は第 2 期日野市高齢者福祉総合計画平成 27 年度推計値を使用 

(60～64 歳の人口は、住民基本台帳による東京都の世帯と人口(日野市)平成２６年 1 月 第６表) 

計   15,938 人 

※2 

n＝1495 
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（市民アンケートから） 

誤嚥性肺炎と診断されたことはありますか 

・自立※2では１％弱、要支援は 1．7％、要介護 1.2 は 4．7%、要介護３.４.５は１５．２％

となります。介護度や年齢が高い人は食べる機能や飲み込む機能が低下している傾向があり

ます。 

 
 

誤嚥性肺炎と診断された人の日野市の推計人数 

自立※2（60 歳以上）：495 人（47,205 人※3×0.9％） 

要支援 1.2     ： 49 人（2,911 人※3×1.7％） 

要介護 1.2     ：130 人（2,773 人※3×4.7％） 

要介護 3.4.5    ： 385 人（2,538 人※3×15.2％） 
※2高齢期前の市民（60～64 歳）と自立高齢者（65 歳以上）をあわせて「自立」と定義する 

※3人口及び要介護認定数推計人数は第 2 期日野市高齢者福祉総合計画平成 27 年度推計値を使用 

(60～64 歳の人口は、住民基本台帳による東京都の世帯と人口(日野市)平成２６年 1 月 第６表) 

  

計   1,059 人 

※2 

n＝1683 

 

 



14 

 

（２） 支える側の連携について 

①歯や口の悩みの相談先について 

（市民アンケートから） 

歯や口の悩みを誰に相談していますか 

・歯や口の悩みは、歯科医師に相談している人が圧倒的に多いですが、誰にも相談していない

人が自立・要支援・要介護ともに約２～３割と多くいます。 

 

 

②施設・事業所の連携先や連携状況について 

（施設・事業所アンケートから） 

摂食嚥下障害について貴施設・事業所以外の専門職に相談したことがありますか 

【施設】 

・施設の８２％が相談したことがあり、相談先はすべて歯科診療所とその関係者でした。 

【事業所】 

・事業所の４４％が相談したことがあり、相談先は多岐にわたります。 

  

n＝1810 
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③ケアマネジャーの連携先や連携状況について 

（ケアマネジャーアンケートから） 

利用者やその家族から口腔に関する相談を受けたことがありますか 

・８８％のケアマネジャーが口腔に関する相談を受けており、内容は入れ歯の相談が多いです

が、「飲み込み」、「むせ」など食べる機能や飲み込む機能に関わる相談も多く受けています。 

 

 

利用者の摂食嚥下障害について専門職に相談したことはありますか 

・専門職に相談したことがあるのは６割でした。 

 

④摂食嚥下に関する支援の必要な方の有無について 

（医療機関・歯科診療所アンケートから） 

専門機関で摂食嚥下機能支援が必要な方はいますか。紹介している医療機関はありますか 

【医療機関】 

・2 割が専門機関での治療が必要な患者がいると回答しています。 

対応した医療機関はすべて紹介先を知っており、適切な支援が行われているといえます。 

【歯科診療所】 

・歯科診療所の６７％は、どこに紹介してよいか分からないと回答しています。 

・歯科診療所においては、紹介先の多くが日本歯科大学多摩クリニックでした。 

 

⑤薬局の相談先や連携状況について 

（薬局アンケートから） 

摂食嚥下障害がある方または疑われる方から、薬以外のことで相談を受けたことがありますか 

・28％の薬局で薬以外のことで相談を受けており、その多くは医師に相談していますが、相

談先がない薬局が７か所あります。 

n＝379 
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（３）食事の形態について  

① 高齢者に提供されている食事形態の現状について 

（市民アンケートから） 

食事形態を教えてください 

・食事形態は、自立※2の人は 100％普通食でした。 

・要介護１.２になると普通食は 83.9％、要介護３.４.５では 55.7％であり、それ以外の方は

やわらか食や刻み食になっています。 

 
※2高齢期前の市民（60～64 歳）と自立高齢者（65 歳以上）をあわせて「自立」と定義する 

 

②弁当宅配サービスの利用状況について 

（市民アンケートから） 

弁当配食サービスを利用していますか 

・弁当宅配サービスの利用は、自立では高齢になるほど利用する人の割合が高くなり、65 歳

から 74 歳で 1％に対し、75 から 84 歳では 4％、85 歳以上では 9％となります。 

・自立の人に比べて介護が必要な人のほうが弁当宅配サービスを利用する人の割合が高くな

り、要支援で 15％、要介護 1.2 で 20％、要介護 3.4.5 で 13％となります。 

・介護度別では要介護 1.２の人が多く弁当宅配サービスを利用しています。 
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③弁当宅配サービスの現状について 

（弁当宅配サービスアンケートから） 

・主食については、8 事業者が軟飯を提供しており、9 事業者が粥を提供しています。 

・おかずについては 6 事業者が一口大・刻みの対応をしていますが、ソフト食を提供している

のは１事業者のみです。 

・申し込み時に把握している利用者情報として、食事療法の有無や健康状態が７事業者に対

し、咀嚼機能・嚥下機能については３～４事業者と少ない現状があります。また、いずれの

情報も把握していない事業者もあります。 

 

 

 

 

  

n＝10 

 

 

n＝10 
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④施設・事業所・配食サービスにおいて提供されている食事の形態について 

（食形態アンケートから） 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類を参考に、貴施設・事業所ではどのよう

な食形態の食事を提供していますか 

・主食・副食のコード※４3（全粥つぶし・全粥粒ゼリー・離水・とろみに配慮した分粥／押し

つぶし・押しつぶしゼリー食（ソフト食））に関しての提供が少ないことがわかりました。 

・ミキサー後に再形成するような食事形態の提供は進んでいないか、認知されていないと考え

られます。 
※４日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類によるコード番号です(詳細は第６章参照) 

 

 

 

貴施設・事業所で提供している食形態別による食事名称を教えてください 

 

n＝58 
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⑤施設・事業所における摂食嚥下障害が疑われる方の対応について 

（施設・事業所アンケートから） 

摂食嚥下障害が疑われる利用者に対して対応していますか 

【施設】 

・すべての施設において摂食嚥下障害が疑われる入所者に対応をしています。 

・介護老人福祉施設・介護老人保健施設では、食事形態の調整を中心に、食事環境（食具・配

膳・介助・姿勢）の調整や専門職との連携が行われています。 

・特定施設入居者生活介護では、口腔体操やトロミ剤の利用で対応をしています。 

・食事の形態だけでなく食事環境（食具・配膳・介助・姿勢）についても配慮が必要です。 

【事業所】 

事業所の種別に関わらず、摂食嚥下障害が疑われる利用者に対し、以下の対応を行っています。 

・毎食後の口腔ケア、口腔体操、口腔マッサージ 

・食事環境（食具・配膳・介助・姿勢）の調整 

・食事介助（見守り、声かけ、配膳方法、食具の調整等） 

・トロミ剤の利用 

・食事の形態の調整 

 

⑥ケアプラン作成時における食べることや飲み込むことに関する意識について 

（ケアマネジャーアンケートから） 

摂食嚥下を意識したケアプランを意識していますか 

・ケアプランを作成する際に、施設・事業所と同様の対応（医療との連携、口腔ケア、食事形態

の調整など）を取り入れています。 

・関係者の共通認識の重要性や介助者への指導の必要性についての意見がありました。 

・正しい食事形態や食事の姿勢については、家族や介助者に認識されていないようです。 

 

⑦薬局におけるやわらか食の販売状況について 

（薬局アンケートから） 

介護食（やわらか食）の販売を行っていますか 

・15％の薬局で介護食の販売を行っています。 

・すべての薬局では販売してないため、やわらか食を必要とする人が手に入れにくい可能性が

あります。 
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（４）食べる機能、飲み込む機能を知ることについて 

➀口の中の困りごとについて 

（市民アンケートから） 

口の中で困りごとはありますか 

・自立※2のうち、口の中で困りごとがある人は、60 歳～64 歳は 38.5％、65 歳～74 歳は

36.6％、75 歳～84 歳は 38.6％、85 歳以上は 43.8％でした。 

・介護が必要な方の約半数は口の中で困りごとはあるとの回答でした。 

・一般に介護度が上がると口腔内の状況は悪化し、口の中で困りごとがある人が増えます。 

しかし、日野市では介護度の高い人の方が口の中で困りごとがある人の割合が少ないです。 

 

調査記入者の内訳 

・介護度が上がると本人ではなく家族が多く回答しています。介護度の高い方の口の中で困り

ごとがある人の割合が少ないことから、介護度の高い人が口の中で困りごとがあることに気

づいていないだけでなく、まわりの家族・介助者も気付いていないことが考えられます。 

 

※2 

n＝1777 

 

 

n＝1782 
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口の中の困りごとがある人の日野市の推計人数 

自立※2： 60 歳以上 18,079 人（47,205 人※3×38.3％） 

要支援 1.2： 1,487 人（2,911 人※3×51.1％） 

要介護 1.2： 1,378 人（2,773 人※3×49.7％） 

要介護 3.4.5： 1,190 人（2,538 人※3×46.9％）    
※2高齢期前の市民（60～64 歳）と自立高齢者（65 歳以上）をあわせて「自立」と定義する 

※3人口及び要介護認定数推計人数は第 2 期日野市高齢者福祉総合計画平成 27 年度推計値を使用 

(60～64 歳の人口は、住民基本台帳による東京都の世帯と人口(日野市)平成２６年 1 月 第６表) 

（市民アンケートから） 

困っている理由 

・口の中の困りごとは、「入れ歯に関すること」が最多ですが、次いで「口が渇く」と回答し

ている人が多いです。「口の渇き」は摂食嚥下機能の低下の症状のひとつであることから、

食べる機能や飲み込む機能が低下した人が多くいることが考えられます。 

 

②施設・事業所における食べることや飲み込むことの障害の症状の認知度について 

（施設・事業所アンケートから） 

摂食嚥下障害の説明内容※5について職員（介護職以外を含む）は知っていますか 

【施設】 

・施設や事業所の職員全員が知っているわけではありません。施設や事業所によって職員の認

知度にばらつきがあるようです。 

 
※5摂食・嚥下障害の説明内容とは以下のとおり 

・摂食嚥下障害とは食物を認識し、口に運び咀嚼し、飲み込みやすい形に整え、その食塊を咽頭に移動 

 させ、食道を通り胃へ送り込むという「食べること」の過程のいずれかが障害された状態です。 

 これにより、誤嚥性肺炎や窒息、脱水、低栄養、食べる楽しみの喪失などの問題が生じます。 

・摂食嚥下障害には、次のような症状が見られます。 

①食事中にむせることがある ②唾液が口の中にたまる ③飲み込むのに苦労することがある 

④固いものが噛みにくくなった ⑤舌に白い苔のようなものがついている 

➅声が変わった（がらがら声や鼻に抜ける声） ⑦よく咳をする 

⑧食事を残すことが多い（食べる量が減った） 

⑨体重が減った（この 1 ヵ月で５％以上、半年で１０％以上） 

計   22,134 人 

n＝75 

 

n＝11 
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（ケアマネジャーアンケートから） 

摂食嚥下障害の説明内容※5について知っていますか 

・地域包括支援センターと事業所のケアマネジャーとの間で差は見られませんでした。 

・よく知っていると回答したケアマネジャーは 32％でした。その他は少し知っていると回答

しました。 

 

③事業所・施設における食べることや飲み込むことに障害が疑われる方の対応について 

（施設・事業所アンケートから） 

摂食嚥下障害が疑われる利用者に対して対応していますか 

【施設】 

・全ての施設で対応しています。 

・食事の形態やトロミ剤で対応するという意見が多くありました。 

【事業所】 

・対応していない事業所は、対象となる利用者がいないと回答しており、摂食嚥下障害が疑わ

れる利用者がいれば対応するとしています。 

・対象となる利用者がいないと回答した事業所は、食べる機能や飲み込む機能が低下した人に

気づいていない可能性もあります。 

・一部、他職種（介護関係者、ケアマネジャー等）と連携している事業所があります。 

 

④施設・事業所における口腔や食べる機能や飲み込む機能に関するマニュアルの有無について 

（施設・事業所アンケートから） 

口腔ケアや摂食嚥下に関するマニュアルがありますか 

【施設】 

・口腔ケアに関するマニュアルがある施設が 8 割ある一方、嚥下機能に関するマニュアルがあ

る施設は 5 割程度しかありませんでした。 

・口腔ケアや嚥下機能に関するマニュアルがあっても、摂食嚥下障害の症状について「一部の

職員しか知らない」と回答している施設もあります。 

【事業所】 

・口腔ケアマニュアルがあるのが 7 割、嚥下機能のマニュアルは 5 割程度の事業所しかあり

ません。 

 

⑤ケアプラン作成時における摂食嚥下や口腔ケアに関する意識について 

（ケアマネジャーアンケートから） 

摂食嚥下を意識したケアプランを意識していますか 

・摂食嚥下を意識したケアプランを作成しているケアマネジャーは 6％、必要に応じて作成し

ているケアマネジャーが７１％でした。 

・摂食嚥下を意識したケアプランを作成していないケアマネジャーが２割います。 

・地域包括支援センターと事業所ケアマネジャーの内訳に差はみられませんでした。 

 

⑥薬局における飲み込みの状況確認の実施状況について 

（薬局アンケートから） 

むせずに薬を飲めているか確認していますか 

・薬局では、患者の食べる機能や飲み込む機能の低下の発見が期待できますが、３６％の薬局

では、薬の処方の際に飲み込みの状況を確認していません。食べる機能や飲み込む機能の障

害についての認識が高くないことが予想されます。 
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（５）調査から見えた課題 

基礎調査結果から下記の４つの課題が明らかになりました。 

課題➀ 

食べる機能や飲み込む機能の低下に気づいていない 

※市民アンケートから、介護度の高い人（本人）だけでなく、家族や介助者が口の中の困り 

ごとに気付いていない可能性が考えられました。 

課題② 

食べる機能や飲み込む機能の低下した人を支える仕組みがない 

※事業所・施設・ケアマネジャーいずれも専門職への相談をしたことがあると回答している 

一方、相談先が分からないと回答しているところがあります。 

また、支援が必要な患者をもつ医療機関はすべて紹介先がありますが、歯科診療所は６７％

がどこに紹介してよいか分からないと回答しています。 

患者から相談を受けても、その後の相談先がないと回答した薬局も複数あります。 

介護分野、医療分野のいずれにおいても、相談（紹介）先を知り、適切な支援につなぐことが

必要です。 

課題③ 

食べる機能や飲み込む機能に適した食事がとれていない 

※食事を提供している施設や事業所、弁当宅配サービスにおいて、「一口大」や「きざみ」の対

応をしている業者は半数程度であり、個人の食べる機能や飲み込む機能に適した食事が提供

されていない可能性があります。 

食事の提供にあたっては、食事形態に加え、姿勢や介助の方法などについても配慮すること

が必要です。 

課題④ 

食べる機能や飲み込む機能の正しい知識や情報が不足している 

※本人・家族が食べる機能や飲み込む機能の低下に気づいていない可能性があります。 

事業所・施設では、食べることや飲み込むことに障害が疑われる方には対応をしています

が、全ての職員が食べることや飲み込むことの障害について知っているわけではありません。  

要介護者を適切なサービスにつなげる役割をするケアマネジャーも、全てのケアマネジャー

が食べることや飲み込むことの障害について「よく知っている」わけではありません。 

薬局では高齢者から飲み込みに関する相談を受けることがあります。 

食べる機能や飲み込む機能の低下に、早期に気づき、支援するために、医療・介護に関わる

全ての人が、正しい知識を持つことが必要です。 

 

（６）課題から見えた検討分野 

 調査から明らかになった課題を解決するため、3 つの分野に分け検討を行いました。 

  
課題① 摂食嚥下機能で悩んでいる人に気づいていない。 

④ 摂食嚥下機能の正しい知識や情報が不足している。 

 

課題② 摂食嚥下機能で困っている人を支える仕組みがない。 

課題③ 摂食嚥下機能に適した食事がとれていない。 

周知・啓発 

連携システム 

地域嚥下調整食 
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第４章 周知・啓発について 

（１） 周知・啓発ポスター 

市民にとっては馴染みが薄い摂食嚥下という言葉を周知・啓発するため、摂食嚥下について

知識のない人たちに関心を持っていただけるようなポスターを作成しました。 

・配布先 市内医科および歯科医療機関・市内薬局・市内介護施設・介護事業所 
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（２）広報ひのにて摂食嚥下の取り組みを周知 

広報ひの平成 29 年 3 月 1 日号（全戸配布）にて、日野市における摂食嚥下の取り組み

や、ヘルシーフード（株）・（株）ヘルシーネットワークと「食と健康の地域づくりに関する協

定」※を締結したことを周知しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※食と健康の地域づくりに関する協定 

 ・締結日 平成 29 年 1 月 23 日 

 ・協定内容 （１）地域の要配慮者の食と栄養に関すること 

      （２）その他の市民の健康維持・増進に関すること 
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（３）市民向けホームページ 

市民や事業者の皆様に摂食嚥下について広く知っていただくことや、地域における嚥下調整

食の提供情報を共有することを目的として、日野市ホームページにおいてページ名を「食べて

元気に（摂食嚥下）」として摂食嚥下に関する情報を公開しました。 

 

＜ホームページ構成＞ 

①食べること・飲み込むこと（摂食嚥下）のしくみ 

 ・摂食嚥下の機能についての説明 

②食べること・飲み込むこと（摂食嚥下）が低下することによる問題 

 ・摂食嚥下機能が低下した時の症状の説明 

③食べること・飲むこむこと（摂食嚥下）の手助けのために 

 ・日野市内事業所等が提供している食事形態や薬局等が販売している嚥下調整食情報を紹介 

④日野市の食べること・飲み込むこと（摂食嚥下）の取り組み 

 ・摂食・嚥下機能支援推進事業の取り組みについての紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ「食べて元気に（摂食嚥下）」（一部抜粋） 
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（４）対象者別講演会・講習会の実施 

①市民向け講演会 

Ⅰ市民向け出張講座 

 本人や家族、介助者が口の中の困りごとや摂食嚥下機能の低下に気づくことができるように

するため、高齢福祉課・市内地域包括支援センター・市内ふれあいサロン（高齢者の「いつで

も気軽に立ち寄れる地域のたまり場」）・ヘルシーフード株式会社と連携し、下記のとおり講演

会（出張の健康講座）を実施しました。 

＜出張講座内容＞ 

 ・摂食嚥下障害について、摂食嚥下機能の維持について 

 ・口腔体操 

 ・嚥下調整食試食 

  ※上記内容を基本とし、講師職種・協力団体の希望・参加者の特徴により内容は調整。 

 

 

＜出張講座実施一覧（平成 30 年 2 月 5 日時点）＞ 

日時 協力 会場 講師 参加者 

平成 29 年 4 月 5 日(水) 

13 時～14 時 

・地域包括支援センター 

多摩川苑 

・下田自治会 

マザアス日野 
道山 朋子 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生(ヘルシーフード(株)） 
19 

平成 29 年 6 月 1 日(木) 

14 時～15 時 30 分 

・地域包括支援センター 

すずらん 

新川辺地区 

センター 

道山 朋子 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 
14 

平成 29 年 7 月 11 日(火) 

10 時～11 時 

・地域包括支援センター 

浅川 

高幡台団地 

集会所 

井上 さやか 先生（歯科衛生士） 

棚橋 千恵美 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 

24 

平成 29 年 7 月 22 日(土) 

13 時 30 分～14 時 30 分 

・ふれあいサロン 

ひなたぼっこ 

ふれあいサロン 

ひだまり 
道山 朋子 先生（歯科衛生士） 18 

平成 29 年 9 月 11 日(月) 

10 時半～12 時 
・南平ふれあいサロン 

南平ふれあい 

サロン 

道山 朋子 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 
17 

平成 29 年 10 月 11 日(水) 

13 時 30 分～14 時 30 分 

・地域包括支援センター

いきいきタウン 

・平山ふれあいサロン 

ひだまり 

平山ふれあい 

サロンひだまり 

井上 さやか 先生（歯科衛生士） 

棚橋 千恵美 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 

27 

平成 29 年 10 月 19 日(木) 

14 時～15 時 

・地域包括支援センター

百草 
百草団地集会室 

柏﨑 靖弘 先生（言語聴覚士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 
22 

平成 29 年 10 月 25 日(水) 

10 時～11 時 

・地域包括支援センター

浅川 

高幡台団地 

管理組合 

井上 さやか 先生（歯科衛生士） 

棚橋 千恵美 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 

20 

平成 29 年 11 月 1 日(水) 

14 時～15 時 

・地域包括支援センター

多摩川苑 

上田地区 

センター 

井上 さやか 先生（歯科衛生士） 

棚橋 千恵美 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 

10 

平成 29 年 11 月 21 日(火) 

14 時～15 時 

・地域包括支援センター

せせらぎ 

日野台 2 丁目 

地区センター 
柏﨑 靖弘 先生（言語聴覚士） 27 
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市民向け出張講座の様子 

  

日時 協力 会場 講師 参加者 

平成 29 年 12 月 13 日(水) 

10 時～11 時 30 分 

・地域包括支援センター 

すてっぷ 
かわせみハウス 

井上 さやか 先生（歯科衛生士） 

棚橋 千恵美 先生（歯科衛生士） 

波佐 良子 先生（ヘルシーフード(株)） 

23 
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Ⅱ認知症月間における取り組み 

 平成 29 年度日野市認知症高齢者支援（高齢者虐待防止対策）事業における日野市「認知症

を知る月間」の認知症家族介護者支援講座の一部として摂食嚥下に関する市民向け講座、「だ

れでも交流広場」において施設栄養士による施設で提供している食事の展示を実施しました。 

 

＜市民向け講座＞ 

・日付 平成 29 年 9 月 27 日（水）10 時 30 分から 12 時 30 分 

    （認知症家族介護者支援講座全体の時間） 

・場所 イオンモール多摩平の森 3 階 イオンホール 

・内容 「食べること飲み込むこと「～認知症との関係～」」 

・講師  山の上ナースステーション 

     柏﨑 靖弘 先生（言語聴覚士） 

・対象 認知症の方とそのご家族、関心のある方 

・参加人数 113 名 

 

＜施設栄養士による提供食の展示＞ 

・日付 平成 29 年 9 月 27 日（水）13 時 30 分から 16 時 00 分 

    （だれでも交流広場全体の時間） 

・場所 イオンモール多摩平の森 3 階 イオンホール 

・内容 「お食事困りごと解決コーナー」 

①「バランスの良い食事の実際」として各施設の常食の展示 

②「かむ飲み込むことが難しい方のおすすめメニュー」として各施設の食事を展示 

・実施 市内特別養護老人ホーム 栄養士（豊かな里、浅川苑、あすなろ、ラぺ日野、マザアス

日野、シンフォニア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症月間（市民向け講演会）の様子     認知症月間（提供食の展示）の様子 
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Ⅲ体操指導者向け講習会 

 健康課体操事業に参加する高齢者に摂食嚥下や嚥下調整食について知っていただくため、 

体操指導者に対する講習を実施しました。 

 

 ⅰさわやか健康体操指導者 

  ・日付 平成 29 年４月 10 日（月） 10 時０0 分から 10 時 30 分 

      平成 29 年４月 12 日（水） 10 時０0 分から 10 時 30 分 

・場所 生活・保健センター 健康増進室 

・内容 「高齢者の食育」（高齢になっても自分の口で食べられる生活を） 

      低栄養に注意、低栄養にならないために 

      高齢者に必要な栄養 

      嚥下障害と誤嚥 

      高齢者の脱水 

・講師 ヘルシーフード株式会社 

       波佐 良子 先生 

 

 ⅱ悠々元気体操指導者 

  ・日付 平成 29 年８月 23 日（水） 10 時０0 分から 10 時 30 分 

・場所 生活・保健センター 健康増進室 

・内容 「高齢者の食育」（高齢になっても自分の口で食べられる生活を） 

・講師 ヘルシーフード株式会社 

       波佐 良子 先生 

 

 ⅲ健康体操サポーター 

  ・日付 平成 29 年 11 月 16 日（木） 16 時 00 分から 16 時 45 分 

・場所 生活・保健センター 視聴覚室 

・内容 「高齢者の食育」（高齢になっても自分の口で食べられる生活を） 

・講師 ヘルシーフード株式会社 

       波佐 良子 先生 

 

 

体操指導者向け講習会の様子 
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②事業者向け講演会 

Ⅰ嚥下調整食説明会（詳細は第６章参照） 

嚥下調整食の提供情報を簡易に検索できるホームページ作成、および施設・介護事業所職員

に向けた摂食嚥下の周知・啓発のため「摂食嚥下機能支援推進事業説明会」を実施しました。 

 

Ⅱケアマネジャー向け講演会（詳細は第５章参照） 

摂食嚥下機能支援の視点を持ったアセスメントの重要性をケアマネジャーに周知するため、

「ケアマネジャー向け講演会」を実施しました。 

 

③ 市職員・関係者に向け講演会 

 市職員、関係機関を対象としてヘルシーフード株式会社の協力のもと、摂食嚥下や介護食

（嚥下調整食）に関する学びを深める講座を実施しました。 

・日付 平成 29 年３月 2９日（水）1６時０0 分から 1７時０0 分 

・場所 生活・保健センター 予防接種室 

・内容 摂食嚥下及び介護食講義、介護食の試食 

・講師 ヘルシーフード株式会社 

    波佐 良子 先生 他 

・対象 市関係部署職員（健康課、高齢福祉課）、市内関係機関（地域包括支援センター、社会

福祉協議会、介護事業所等） 

  
市職員・関係者に向け講演会の様子 
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（５）市民啓発用薬局シール 

薬局における摂食嚥下の取り組みの一つとして、薬剤を飲み込みにくいと感じた市民が、薬

局において摂食嚥下に関することや嚥下調整食に関する相談ができるよう、啓発用の薬局窓口

に掲示できるシールを作成しました。 

・配布先 市内薬局 

 

サイズ：15 ㎝角 
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第５章 連携システム 

（１）連携システム構築 

摂食嚥下障害を有する方に対し、適切な医療サービスにつなげる体制をつくるため、日野市

摂食・嚥下機能支援推進協議会で作成しました。 

 

①連携システムの流れ 

Ⅰ 特定健診の案内通知にチェックリーフレットを同封。 

・チェックリーフレットを「摂食嚥下障害」を知ってもらうきっかけとする。 

・封入地域は、数か所の地域包括支援センター地域に限定（H30 年度試験的運用）。 

Ⅱ チェックリーフレットを見て気になった市民が、地域包括支援センターやケアマネジャーに

相談。 

 ・ケアマネジャーがついている場合はケアマネジャーに相談し、ケアマネジャーがついてい 

ない場合は、近くの地域包括支援センターに相談。 

 ・市民の状況を聞き取った結果、さらに詳しい聞き取りを行う必要があると判断した場合に 

アセスメントを実施。 

Ⅲ 地域包括支援センターやケアマネジャーがアセスメントシートを使用しアセスメントを 

実施 

・アセスメントの結果、医療機関につなぐ必要がある方とセルフケア※１で対応可能な方とを 

振り分ける。 

Ⅳ-ⅰ アセスメントの結果、医療機関につながった場合 

 ・主治医または評価医・サポート医※２が摂食嚥下機能を評価し、さらなる専門機関での診療 

の必要があるかセルフケアで対応可能かを判断する。 

Ⅳ-ⅱ アセスメントの結果セルフケアにつながった場合 

 ・特定健診発送時期にあわせてセルフケア事業を実施。 

   
※１セルフケアとは… 

医療機関が実施する継続的なリハビリではなく健康教育のこと。 

地域包括支援センターと健康課が協働し、歯科衛生士や言語聴覚士等による健康教育を 

実施。 

 ※２評価医・サポート医とは… 

 評価医は東京都、サポート医は南多摩保健所が実施する摂食嚥下機能の評価やリハビリ

テーション等の摂食嚥下に特化した研修を受講した医師・歯科医師のこと。  
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Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ Ⅳ-ⅰ 

Ⅳ-ⅱ 
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②チェックリーフレット、アセスメントシートおよび解説 

 連携システムに使用するツールとして協議会で作成しました。 

Ⅰチェックリーフレット 

市民自身がチェック項目を使用しながら、摂食嚥下のリスクについて確認すると同時に、 

摂食嚥下についての周知・啓発の役目を果たすものです。 

 

チェックリーフレット 表 

  



37 

 

 
チェックリーフレット 裏 
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Ⅱアセスメントシート 

ケアマネジャーが市民に対してアセスメントシートを使用したアセスメントを実施し、セル

フケア事業や医療につなげます。 
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Ⅲアセスメントシートの解説（Ｐ39～P43） 

地域包括支援センターやケアマネジャーが適切なアセスメントを実施するために解説を作成

しました。アセスメント実施者の摂食嚥下に関する知識を深めるための教育ツールでもあり

ます。 
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③ケアマネジャー向け講演会 

ケアマネジャー等の支援者が、摂食嚥下機能支援の視点を持ったアセスメントを行い、摂食

嚥下障害の疑いに早期に気づくために講演会を実施しました。 

 

Ⅰ日付 平成２９年２月１３日（月） 19 時 30 分から 21 時 00 分 

Ⅱ場所 イオンモール多摩平の森 3 階 イオンホール 

Ⅲ内容 「摂食嚥下機能支援の視点を持ったアセスメントの重要性」 

    ・日野市摂食・嚥下機能支援推進事業について 

    ・摂食嚥下障害とは 

・アセスメントの重要性について 

・嚥下調整食共有ホームページについて 

Ⅳ講師  日本歯科大学病院付属口腔リハビリテーション多摩クリニック 

     院長 菊谷 武 先生（歯科医師） 

Ⅴ対象 ケアマネジャー等 

Ⅵ参加人数 ７０名 

 

 
ケアマネジャー向け講演会の様子 
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（２）多職種連携ガイドへの掲載 

 高齢福祉課が作成した多職種間で連携するためのツールである「多職種連携ガイド」の医療

機関情報に、摂食嚥下機能に対応可能かどうかの情報を掲載しました。 
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第６章 地域嚥下調整食 

「噛みにくい」「飲み込みにくい」と感じている人が、必要な栄養量を確実に摂取するためには、

摂食嚥下機能にあった食形態に調整する必要があります。 

そこで、市民や医療機関・事業所等が、地域の病院・施設・事業所で提供している食事の食形態

情報や嚥下調整食の販売状況を検索でき、転院や施設、サービスを選択する際や在宅に戻る際

の食事の選択に利用できる情報共有ツールを作成しました。 

 

（１）情報の収集・提供 

①説明会実施 

嚥下調整食の提供情報を簡易に検索できるホームページ作成のため「摂食・嚥下機能支援

推進事業説明会」を実施しました。 

Ⅰ日付 平成２８年１１月２２日（火）19 時 30 分から 21 時 00 分 

Ⅱ場所 イオンモール多摩平の森 3 階 イオンホール 

Ⅲ内容 ⅰ事務局説明 

・「日野市摂食・嚥下機能支援推進事業について」 

   日野市摂食・嚥下機能支援推進事業の目的・目標や実施内容を説明。 

   平成２７年１２月に実施した摂食・嚥下基礎調査の結果(中間報告書)を報告 

・「地域嚥下調整食連携のための調査票及びホームページ掲載のための同意書」 

    「日野市ホームページ」及び「食べるを支える（嚥下調整食・介護食の食形 

態検索サイト）」に嚥下調整食の販売や提供情報を掲載し、地域で嚥下調整

食について情報共有し連携するため必要な調査やホームページ掲載同意書

の説明 

      ⅱ特別講演 

      ・「嚥下調整食について」 

講師 日本歯科大学病院付属口腔リハビリテーション多摩クリニック 

                     佐川 敬一朗 先生（歯科医師） 

              内容  嚥下調整食はなぜ必要か 

                  嚥下調整食を普及させる取組について 

                  嚥下調整食共有ホームページについて 

Ⅳ対象 市内病院・施設・介護事業所職員・薬剤師・配食業者等 

Ⅴ参加人数 ７０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摂食嚥下機能支援推進事業説明会の様子  
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②市ホームページへ嚥下調整食情報掲載 

 日本摂食嚥下リハビリテーション学会医療検討委員会が発行した「日本摂食嚥下リハビリテ 

ーション学会嚥下調整食分類 2013」に基づき、市内事業所等が提供している食事形態や薬局 

等が販売している嚥下調整食情報を掲載しました。 

 

Ⅰ学会分類 2013※ 

    学会分類 2013 を以下のようにまとめ掲載しました。 

  
※学会分類 2013 とは、日本摂食嚥下リハビリテーション学会医療検討委員会が発行した 

「日本摂食嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類 2013」分類のことです。 

日本摂食嚥下リハ学会 HP：「嚥下調整食学会分類」 

http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html 参照 

 

 

 

 

  

http://www.jsdr.or.jp/doc/doc_manual1.html
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Ⅱ市内事業所等が提供している食事形態情報 

                                 ○：提供している 

                                 ×：提供していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容易に

かめる

コード

4
コード

3
コード

2-2
コード

2-1
コード

1または0

主食 ○ ○ ○ × ○ ○

副食 ○ ○ ○ × ○ ○

主食 × ○ × × ○ ○

副食 ○ ○ × × ○ ○

主食 ○ ○ × × ○ ○

副食 ○ ○ × × ○ ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 ○ ○ ○ ○ × ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × × × ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 ○ ○ ○ ○ ○ ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 ○ ○ × ○ × ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 ○ × × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ ○ × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × ○ ○ ○

主食 ○ ○ ○ × ○ ○

副食 ○ ○ ○ ○ × ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × × × ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 ○ ○ ○ ○ ○ ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ ○ × ○ × ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ ○ × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × ○ ○ ○

主食 ○ × × × × ×

副食 ○ ○ × × × ×

主食 ○ × × ○ × ×

副食 ○ × ○ × × ×

グループ
ホーム

愛の家グループホーム
日野万願寺

グループホーム
豊かな里

ショート
ステイ

特別養護老人ホーム
浅川苑

マザアス日野

豊かな里

医療型
ショート
ステイ

介護老人保健施設
カトレア

介護老人保健施設
クローバー

介護老人保健施設
高幡みさわの杜

介護老人保健施設
ロベリア

特別養護
老人ホーム

特別養護老人ホーム
浅川苑

特別養護老人ホーム
マザアス日野

特別養護老人ホーム
豊かな里

介護老人
保健施設

介護老人保健施設
カトレア

介護老人保健施設
クローバー

医療法人社団英世会
介護老人保健施設　サルビア

介護老人保健施設
高幡みさわの杜

医療法人社団英世会
介護老人保健施設　ロベリア

種別 事業所名 食区分

学会分類２０１３

病院

日野市立病院

医療法人財団　青秀会
グレイス病院

医療法人社団康明会
康明会病院
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容易に

かめる

コード

4
コード

3
コード

2-2
コード

2-1
コード

1または0

主食 ○ ○ × ○ × ×

副食 ○ × × ○ × ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ × ○ × ○ ×

副食 ○ ○ × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ × × ○ × ×

主食 ○ ○ × ○ × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ ○ × × × ×

主食 ○ ○ × × ○ ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ ○ ○ × ○ ×

副食 ○ ○ ○ × × ×

主食 × ○ ○ × × ×

副食 ○ × × × ○ ×

主食 × ○ × × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ × × ○ × ×

主食 × ○ ○ × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 × ○ × × × ○

副食 × ○ × × × ×

主食 ○ × ○ × × ○

副食 × × ○ × × ×

主食 × ○ × × × ×

副食 ○ × × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ ○ × × × ×

主食 ○ × × × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ ○ ○ ○ ○ ×

副食 ○ ○ × ○ × ×

主食 × ○ × × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 × ○ × × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ × × × × ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × × × ×
マザアス多摩川苑　

デイ
サービス

浅川苑サービスセンター

デイサービスセンター
新井橋

デイサービス
いずみの友

デイサービス
いずみの春

デイサービス
いずみの森

デイサービス
いちほ大坂上

デイサービスセンター
風のガーデン

スマイルケア

株式会社ツクイ
日野営業所

デイサービス
ねこの手庵　平山城址

デイサービスセンター
平山

ファミリーデイサービスセンター
多摩平

福祉カフェ・リハビリサロン

まごころの里
デイサービス日野

小規模
多機能型
居宅介護

小規模多機能ホーム
旭が丘

小規模多機能型居宅介護事業所
あすなろ

小規模多機能
ぐり～んはぁと

小規模多機能ホーム
さかえまち

小規模多機能ホーム
日野

高齢者
サービス付
賃貸住宅

風のガーデンひの

高齢者専用住宅
豊かな里

種別 事業所名 食区分

学会分類２０１３
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Ⅲ市内薬局が販売している嚥下調整食情報 

 

   

※お取り寄せにより提供が可能な場合があります。 

詳細については直接お店にお問い合わせください。 

 

  

容易に

かめる

コード

4
コード

3
コード

2-2
コード

2-1
コード

1または0

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × ○ × ×

主食 ○ ○ × × ○ ×

副食 ○ ○ × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × ○ ○ ○

主食 ○ ○ ○ × × ○

副食 ○ × × × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ ○ × ○ ×

主食 ○ ○ × × × ○

副食 × ○ × × × ×

主食 × ○ × × × ×

副食 ○ × × × ○ ○

主食 ○ ○ × × × ○

副食 ○ ○ ○ ○ ○ ○

主食 × × ○ × × ×

副食 × × ○ × × ×

主食 ○ ○ × × × ×

副食 ○ ○ × × × ○

認知症
対応型
通所介護

マザアス多摩川苑　

友遊ケアセンター　

デイサービスセンター
豊かな里

訪問看護

国際看護ステーション

訪問介護　武蔵

デイケア

介護老人保健施設
カトレア

デイケアセンター
とよだ

介護老人保健施設
ロベリア

介護老人保健施設
サルビア

介護老人保健施設
高幡みさわの杜

種別 事業所名 食区分

学会分類２０１３

5 4 3 2 2 1　0
容易に
かめる

歯ぐきで
つぶせる

舌で
つぶせる

そのまま
飲み込める

容易に

かめる

コード

4
コード

3
コード

2-2
コード

2-1
コード

1または0

おひさま薬局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノムラ薬局　豊田店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノムラ薬局　豊田南店 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○

ノムラ薬局高幡駅前店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノムラ薬局高幡店 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

親和薬局　日野店 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○

清水薬局　多摩平新店 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○

清水薬局　多摩平二丁目店 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○

清水薬局　本店 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○

親和薬局　万願荘店 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○

とろみ
調整食品薬局名

スマイルケア食

かまなく
てもよい

学会分類２０１３

（平成 29 年 12 月末時点） 

（平成 29 年 12 月末時点） 



51 

 

Ⅳ市内宅配食事業者が提供している嚥下調整食情報 

 

 

  

5 4 3 2 2 1　0
容易に
かめる

歯ぐきで
つぶせる

舌で
つぶせる

そのまま
飲み込める

容易に

かめる

コード

4
コード

3
コード

2-2
コード

2-1
コード

1または0

特定非営利活動法人
福祉カフェテリア

○ ○ ※ ※ ※ ※

あおまさグループ
(有)四季会席　葵

○ ○ ※ ※ ※ ※

デイサービスセンター
マザアス多摩川苑　配食サービス事業

○ ○ ※ ○ ○ ○

まごころ弁当　日野店 ○ ○ ○ ○ ○ ※

社会福祉法人　夢ふうせん ○ ○ ○ ※ ※ ※

社会福祉法人　隆山會
豊かな里

○ ○ ○ ○ ○ ○

ニコニコキッチン　日野店 ○ ○ ※ ※ ※ ※

宅配食事業者

スマイルケア食

かまなく
てもよい

学会分類２０１３

（平成 29 年 12 月末時点） 
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③「食べるを支える（嚥下調整食・介護食の食形態検索サイト）」へ日野市の情報を掲載 

日本歯科大学病院付属口腔リハビリテーション多摩クリニック院長 菊谷 武 先生が 

作成した「食べるを支える（嚥下調整食・介護食の食形態検索サイト）」 

（URL http://www.shokushien.net/top ）へ日野市の情報を掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.shokushien.net/top
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詳細は第６章②ⅡⅢⅣ市

内事業所、薬局、宅配食事

業者が提供・販売してい

る食事形態情報を参照し

てください。 
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（２）多職種連携ガイドへの掲載 

 高齢福祉課が作成をした「多職種連携ガイド」に介護食（嚥下調整食）の販売情報や 

病院・介護施設・介護事業所等で提供している食形態情報を掲載しました。 
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第７章 事業の成果と今後の展望 

 

１．成果 

（１）多職種からなる摂食・嚥下機能支援推進事業協議会を設置し、顔の見える関係づくりを    

   行いました。 

（２）摂食嚥下障害を有する方を適切な支援につなげる仕組みを整えました。 

（３）連携ツール（アセスメントシート）作成しました。 

（４）事業所・施設・病院等の嚥下調整食に関する情報提供体制を整備しました。 

（５）地域包括支援センター・市民ふれあいサロンと連携し市民に対し摂食嚥下障害に関する

周知・啓発を行いました。(地域包括支援センター・市民ふれあいサロンと連携) 

 

２．課題 

（１）摂食嚥下障害に悩む方を支援するための支援が有効に機能するためには、医科・歯科・介

護の連携における課題を明確化し共有する必要があります。 

（２）本事業の実施期間では、事業所や施設など事業の担い手となる関係機関への周知を優先

して実施したので、今後は市民に広く周知をしていく必要があります。 

 

３．今後の方向性 

【目標】 

（１）多職種で連携を図りながら、摂食嚥下障害のリスクがある方を適切な支援につなげます。 

（２）市民が自ら摂食嚥下について認識を持てるよう、分り易く（名称を含め）障害に関する知

識を普及・啓発し、機能低下を予防します。 

 

【方向性】 

（１）連携システムの試験的な運用及び検証 

・特定健診の通知（65～69 歳で地域限定）にチェックリーフレットを同封します。 

・セルフケア事業（摂食嚥下機能維持）を開始します。 

 

（２）連携システム構築のための協議会を設置 

・全市民を対象に運用できる仕組みを構築するため、関係機関を含めた協議会を設置します。 

 

（３）摂食嚥下障害に関する周知・啓発の強化 

・連携システムの運用に伴い周知啓発の対象を拡大し、より多くの市民に摂食嚥下障害に関

する正しい知識を周知することで機能低下予防につなげます。 

 

４．展望 

 今後の摂食・嚥下機能支援推進事業は、平成 30 年度に運用を開始する「第３期日野市高 

齢者福祉総合計画」の「第 4 章高齢者施策の展開」において、重点事業「摂食嚥下機能支援 

の推進」と掲げ、取り組みを継続していきます。そして、全市民を対象に運用できる仕組みを 

構築し、地域包括ケアシステムの１つの体現となるよう多職種間の連携を図ってまいります。 

 

  



56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冊子は再生紙を使用しています。 

 

日野市摂食・嚥下機能支援推進協議会まとめ 
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